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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

不織布カートリッジフィルタを用いて、用水中の懸濁物質付着態・溶存態放射性セシウムの濃度を迅速に測定する装置を開

発した。本装置による前処理時間は、従来法に比べて大幅に短縮され、さらに 0.01Bq/L レベルの低濃度放射性セシウムを検

出することが可能となった。 

(1) 本装置は懸濁物質を分離する不織布カートリッジフィルタ(以下、SS-カートリッジ)と、溶存態放射性セシウムの吸着

能を持つ顔料の「プルシアンブルー」を担持した不織布カートリッジフィルタ(以下、PB-カートリッジ)から構成されてい

る(図 1)。 

(2) ポンプを用いてサンプル水を装置内に流すことで、懸濁物質の分離と溶存態放射性セシウムの濃縮を同時に行うこ

とができる。処理が終わったカートリッジを装置から取り出し、ゲルマニウム(Ge)半導体検出器にかけることによって

サンプル水中の懸濁物質付着態・溶存態の放射性セシウム濃度が求められる(図 1、2)。 

(3) 本手法による水 20 L の処理に要する時間は約 10〜40 分間であり、従来法の一つである蒸発法の 20L 濃縮の所要

時間 7～10 時間以上に比べてはるかに短縮された（表１）。 

(4) 20 L の水を濃縮した場合、ゲルマニウム半導体検出器の 43,200 秒測定によって検出できる溶存態放射性セシウム

濃度レベルは 0.006-0.008 Bq/L であった（表１）。  

(5) 本装置を用いて阿武隈川 2 地点の放射性セシウムのモニタリングを行ったところ、従来の分析手法とほぼ同程度の

濃度測定を行うことができた。1) 

 

 

 ２ 期待される効果 

(1) これまでに定量下限未満(<1 Bq/L)とされてきた環境水中の存在形態別の放射性セシウム濃度を迅速に定量でき

る。 

(2) 環境水中の放射性セシウムを、現場において低労力・低コストで濃縮処理することができる。 

  

 

３ 活用上の留意点 

  (1) 通水直後の PB カートリッジ処理水はシアン化合物を含むため、開始後 2 L（PB-カートリッジ 1 つの場合）における処

理水を回収し、適切に処理を行う必要がある。 

  (2) PB カートリッジの性能は、pH 依存性があるが、農業用水基準（ｐH6.0～7.5）の範囲内であれば上記の性能が適応可

能である。1) 



 

 

Ⅱ 具体的データ等 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 水中の溶存態放射性セシウム測定法の本方法と従来法との比較 2) （※すべて20L濃縮した時の時間） 

項目 
溶存態Cs-137濃度の前処理・分析法 懸濁態Cs-137濃度の前処理・分析法 

  PB-カートリッジ 従来法（蒸発法） SSカートリッジ 従来法（ろ過残渣測定） 

前処理時間 約10〜40分 7～10時間 約10〜40分* 2〜3時間* 

ゲルマニウム半導体検

出器による測定時間 
43200秒 43200秒 9000秒 4000秒 

検出下限値 0.006-0.008 Bq/L 0.011～0.014Bq/L 0.007～0.011Bq/L 0.010～0.019 Bq/L 
*懸濁物質濃度が5−10mg/Lレベルの場合。SSカートリッジは懸濁物質濃度が25mg/Lでも同程度のスピードで処理できることを確認済み。 

 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者   

鈴木 安和 

 

２ 実施期間 

   平成 24 年 9 月～平成 25 年（本研究では、科学技術振興機構（JST）先端計測分析技術・機器開発プログラムの一環と

して実用化された開発成果を活用した。） 
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図 1 開発したモニタリング装置 図2 放射性セシウム分析までの流れ 


